
2 天王通り1

蔵が多く立ち並びます。
表通り（本町筋）より１メートル以
上低く、両者の間は坂道になって
います。

駅から続いた天王通りはここで急
に坂になっています。これは、こ
の先が昔の天王川の中だったことを
意味します。

現在の本町五丁目（旧称中島）と
今市場をつなぐ道です。
かつてこの辺りに百体仏を祀ったお
寺がありました。今市場方面に低
くなっています。

江戸時代後期の狂歌に「うらがた
は縁の下でも舞がまへ」と歌われた
ように、浦方町は天王川の西堤に
あたり、東側との高低差が家の縁
の下で舞ができるほどありました。

小之座通り（蔵の道）

3 浦方町の縁の下

6 百体通り
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津島のまちは起伏に乏しい濃尾平野にありますが、じっくりと歩くと高低差がある
ことが分かります。この高低差はかつての天王川の流れによるものです。
室町時代の『宗長手記』に「此所のおのゝ 堤を家路とす。」と書かれたように津
島のまちは天王川の堤に沿って家々 が建てられ、こうした堤は川の流れによって形
作られ変わっていきました。そして堤沿いには古くから津島に居を構えた「町方
（まちかた）」が。少し低く、しかし広い堤の周辺には新興の町人「地方（じか
た）」が住みました。マニアックな津島の地形をブラり歩いて、まちの歴史を感じ
ましょう！
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閻魔大王に代表される十王をお祀り
しています。江戸時代中頃の津島
の地図には津島五ヶ村にそれぞれ
十王堂が描かれていますが、昔の
姿を今に伝えているのは、ここ今
市場の十王堂だけとなっています。

7 十王堂

牛頭天王の本地仏は薬師如来であ
るため、牛頭天王をお祀りする津
島天王社ゆかりの寺・堂の多くは
薬師如来をお祀りしていました。
このお堂もその一つです。

5 薬師堂

4 金町～橋詰町

ここは北側から見ると西側へ坂に
なっているのがよくわかります。こ
れは旧天王川の中と東堤の境で
す。北側のマンションはかつて
「巴座」という芝居小屋でした。
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小路めぐり  津島市探訪　

※ 本町筋
古い町並みの残る通り
津島の旧市街地を構成
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